
・女子学生の福井での就業意欲が低い。
・管理職の地位に占める女性の割合が低い。
・男性の家事、育児への参画意識が低い。
・企業における女性活躍推進意識が低い。

地域の実情と課題

商工会議所等経済団体や企業関係者で構成するプロジェクト
チームにおいて、実施事業や対象者を検討し、効果や課題を探っ
た。

連携団体

女性の就業率が高い本市だが、管理職率が低いため、女性の
管理職への登用に向け、より効果的な事業を行う必要がある。
そのためには、女性自身のキャリアアップへの意欲向上、企業
における女性活躍推進意識の向上、男性の家事、育児への参画
意識の向上をより一層推進する必要がある。

今後の課題
＜女子学生編＞
女子学生における福井での就労意欲が高まった。
＜働く女性編＞
働く女性におけるキャリアアップへの意欲が高まった。
＜応援する男性編＞
家庭における男性の家事、育児への参画意識が高まった。
＜応援する企業編＞
福井市内の企業における女性活躍推進意欲が高まった。

すべての項目において、数値目標を達成した。

事業の効果

輝く女性の未来予想図事業【福井市】

・女子学生に、自身のキャリアプランを描いてもらう。
・女子学生に、福井での就労意欲を高めてもらう。
・働く女性のキャリアアップへの意欲を高める。
・男性の家事、育児への参画意識を高める。
・企業の女性活躍推進意識を高める。

すべての項目において、数値目標を達成した。

目的・目標

「女子学生編」、「働く女性編」、「応援する男性編」、「応援する企
業編」と４つの事業に分け、それぞれの課題に応じた事業を展開
することで、より効果的に女性の活躍を推進する。

事業の特徴



事業の概要

女子学生編

≪福井で輝きながら働く女性のロールモデル集「福♥女のススメ」（web・冊子）の制作、発信≫

福井市で働く魅力を伝え、自身の将来像を描くきっかけとなるよう、市内の様々な企業等で働く20人の女性を紹介するロールモデル集

「福❤女のススメ」を発刊し、女子学生における福井での就労意欲を向上させた。

冊子には、女子学生が身近で憧れを持てる女性を掲載し、福❤女からの「未来への招待状」というコンセプトで制作を行った。

掲載者
女子学生が関心のある職業で、

いきいきと働く女性２０名

掲載内容
現在の仕事に就いたきっかけややりがい、

福井で働く魅力、プライベート等

紙面構成

プロモート

プロモーションビデオ

福❤女が数名登場するＰＲ動画を市

内各所で上映し、ネット上で公開して

いるＷＥＢ版の冊子に誘導する。

広報カード

ポータビリティ面を考えた名刺サイ

ズの広報カードを冊子の周知に活

用する。



事業の概要

働く女性編

≪福井で働く女性の座談会「福❤女café」の開催≫

市内の各企業で管理職やリーダーとして働く女性によるパネルディスカッションを開催し、参加者がパネラーの様々な働き方や考え方

に加え、女性ならではの強みや特徴を学ぶとともに、福井で働く女性同士の人的ネットワークを構築した。

実施概要

目的 リーダー的役割を担う女性の育成

対象 福井市で働く２０代～３０代の女性

実施回数 ２回

参加者数 ８４名

応援する男性編

≪イクメン養成セミナー「Fukui IKU-MEN フェスタ in Happiring」の開催≫

子育て世代、またはこれから父親になる男性を対象に講演会を開催し、男性の家事、育児への参画意識を向上させた。

また、当日は「おひるねアート」や各種ワークショップ等、子どもと遊べるブースを会場内に設置し、家族で参加できるイベントとした。

実施概要

目的 男性の家事、育児への参画意識向上

対象 父親、またはこれから父親になる男性

参加者数 １３０名（家族含む）



事業の概要

応援する企業編

≪「女性活躍に関する先進的な取組を行う企業によるパネルディスカッション」の開催≫

女性活躍推進の先進的な取組や、女性登用による成果及び課題等をディスカッションし、女性の登用が企業経営を向上させる実例等

を伝えることで、企業関係者や市民における女性活躍推進意識を向上させた。

実施概要

目的 企業における女性活躍推進意識の向上

対象 企業関係者、一般市民

参加者数 ２５０名


